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概要

最近の医薬品の創薬開発の発展は、LC/MS/MSのアプリケーション

 

によるところが大きいと言えるでしょう。LC/MS/MSはADMEにおける

 

定量目的で幅広く利用されております。通常その定量は、大気圧下、

 

ESI （

 

electrospray ionization ） 及 び APCI （

 

atmospheric 
pressure chemical ionization）等のイオン源を用いて行われま

 

す。一般的には約80％の化合物がESIを用いて分析されます1。

 

APCIは、ESIで分析対象物がイオン化されない場合に利用されます。

 

イオン化及び感度といった観点から測定対象物質によって、APCI及

 

びESIからイオン化のモードが決定されます。過去においては、ESI 
からAPCIへとイオン化モードを変換するには物理的にイオン源を交

 

換し、イオン源のパラメーターを最適化する必要がありました。そのた

 

め化学的に構造の異なる化合物の分析に対応し分析のスループット

 

をあげるため、マルチモードのイオン化がLC/MS分析で注目を集め

 

て参りました。Quattro PremierTMは、20ms delayにて極性及び

 

イオン化モードの切り替えを行うことが出来、またMRM分析における

 

minimum inter-channel delay及びdwell timeは5msです。

 

本アプリケーションでは、ESCi マルチモードイオン源を利用した

 

UPLC®-Quattro PremierTMを用いて、1回の注入でイオン化モー

 

ド・極性をかえて行った4種類の化合物の定量結果についてお示し

 

致します。
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結果

表1に示された各イオン化モードに対する結果2を参考にして、得られたMRMクロマトグラムを図2にお示し致します。LCの分

 

離には、UPLC®を用い分析時間を1分、注入間隔1.5分、各成分のピーク幅約1.8秒、各ピークに対し約15データポイントに

 

て分析を行いました。図3及び表2に、4種類の化合物に対するダイナミックレンジ、直線性及び検出限界をお示し致します。こ

 

れらの分析は、1回の注入でイオン化モード及び極性を変え（ESI+/ESI-/APCI-/APCI+）

 

4つの化合物の分析を行ったも

 

のですが、良好な直線性及び検出限界を得ることが出来ました。

表1 各イオン化モードに対する結果

図2 ４種類の化合物に対するMRMクロマトグラム



図3 ４種類の化合物に対する検量線

表2 ESCiによる定量結果
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